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９月
定定例会例会

　

平
成
24
第
３
回
定
例
会
は
９
月
４
日
か
ら
９
月
21

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
震
災
復
興
関
連
の
補
正
予
算
、

条
例
改
正
、
工
事
請
負
契
約
、
平
成
23
年
度
決
算
等

の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
26
の
案
件
を
慎
重
に
審
議

し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
10
人
の
議
員
が
市
政
一

般
に
つ
い
て
通
告
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

補正予算（一般会計・
下水道特別会計等）を可決

主な補正予算（専決処分含む）主な補正予算（専決処分含む）

○歳出　一般会計　　

　潮来市液状化対策事業計画案作成委託　　　３億　４３６万円

　日の出地区液状化対策事業計画案作成委託　１億６,４５０万円

　日の出小学校屋外排水対策工事　　　　　　　　５,４６７万円

　日の出中学校屋外排水対策工事　　　　　　　　３,９３０万円

　日の出第１、第２近隣公園災害復旧工事　　　　３,６６４万円

　前川運動公園災害復旧工事　　　　　　　　　　１,６００万円

　地域集会所震災改修等事業補助金　　　　　　　２,３８０万円

　市役所本庁舎耐震調査改修委託　　　　　　　　２,６００万円

　予防接種業務委託（不活化ポリオワクチン）　　　　５５２万円

○歳出　下水道事業特別会計

　日の出地区下水道災害復旧工事　　　　　　６億５,９００万円

議案採決結果

討論（反対・賛成）があり起立採決を行いました

承認第12号

「専決処分事項の承認を求めることについて」

（平成24年度潮来市一般会計補正予算第３号）

液状化対策事業計画案作成委託　３億４３６万円ほか

※専決処分… 緊急を要するため議会を招集する時

間的余裕がないなどの理由により、

長が議会の議決前に処理を行う

議員名 採 決 議員名 採 決

後藤　博子 賛 成 大平　幸一 賛 成

村山　正光 賛 成 薄井　征記 賛 成

原　　浩道 反 対 根本　又男 賛 成

田崎　　清 賛 成 今泉　利拓 反 対

沼里真一郎 賛 成 小沼　英明 賛 成

笠間　丈夫 賛 成 藤崎　忠徳 賛 成

柚木　　巖 賛 成 杉本　俊一 賛 成

　川　　俊 賛 成 粟飯原治雄 賛 成

橋本きくい 賛 成 賛成15・反対２

※内田議長は採決に加わりません
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国の関係機関へ意見書を提出しました国の関係機関へ意見書を提出しました

教育予算の拡充を求める意見書（要旨）教育予算の拡充を求める意見書（要旨）

　子どもたちに豊かな教育を保障することは、

社会の基盤作りにとってきわめて重要なことで

ある。地方は独自の工夫で学級規模の少人数化

を進めてきているが、独自財源で少人数化を拡

充することは困難な状況になっている。また東

日本大震災において、教育の早期復興のための

予算措置、学校耐震化など政府として一層の支

援に継続的に取り組むべきである。

　したがって、教育予算を国全体として、確

保・充実させるため、次の事項を実現されるよ

う、強く要望する。

１． 少人数学級を推進すること。具体的学級規

模はOECD諸国並みの豊かな教育環境を整

備するため、30人以下学級とすること。

２． 教育の機会均等と水準の維持向上を図るた

め、その根幹となる義務教育費国庫負担制

度を堅持するとともに国負担割合を２分の

１に復元すること。

３． 東日本大震災における教育復興のための予

算措置を継続的に行うこと。

提出先　内閣総理大臣・内閣官房長官・

　　　　総務大臣・財務大臣・文部科学大臣

自治体における防災・減災のための事業に自治体における防災・減災のための事業に
対する国の財政支援を求める意見書（要旨）対する国の財政支援を求める意見書（要旨）

　地方自治体が所有・管理する社会資本（道路橋梁、

上下水道等）の整備は、昭和40年代後半から加速化

した背景があり、現在多くの社会資本が改築期を迎え

ていますが、近年の社会経済情勢による自治体財政の

悪化から、防災・減災の強化はおろか、社会資本の計

画的修繕や改築すら進まない状況にあります。

　自治体が管理する道路橋で、老朽化のための補修が

必要な全国およそ６万の橋のうち89％が、厳しい財

政状況などを背景に補修されないままになっていま

す。

　よって、政府におかれては、社会資本の経年劣化対

策等の防災・減災のための事業について、重点的な予

算配分を行い、地方負担額の軽減措置を講じるよう要

望します。

　具体的には、橋梁等の道路施設の耐震化や維持補修

及び架け替え、上下水道等の老朽化の更新や維持補

修、及び防災拠点となる庁舎等の耐震化等による防災

機能強化について、補助採択基準の緩和や補助率の引

き上げなど国庫補助制度の拡充、交付対策事業の範囲

拡大等の財政支援を拡充することを強く求めます。

提出先　内閣総理大臣・総務大臣・国土交通大臣

　　　　農林水産大臣・文部科学大臣

工事請負契約の締結
震災による道路災害・下水道災害復旧合併工事

工事地区
契約金額
（消費税含）

契約業者名

日の出地区内 ３億２，２５６万円
松崎建設・
澤田特定建設工
事共同企業体

日の出１丁目内 ２億３，１００万円 東城建設㈱

日の出２丁目内 ２億７，９３０万円 ㈱森内建設

日の出４丁目内 ２億２，６８０万円 ㈱二輝建設

日の出５丁目内 ２億５，９３５万円 飯島建設㈱

日の出６丁目内 ２億６，５６５万円 松崎建設㈱

日の出７丁目内 ２億４，９３７万５千円 水郷建設㈱

日の出８丁目内 ３億３０万円 ㈱茂木工務店

農業委員会の定数等に関する条例の制定

　選挙による農業委員の定数を、複数の選挙区を設

け、選挙区ごとに定めました。

選挙区 区　　域 定数

第１
選挙区

西丁、大塚野１～２丁目、浜丁、上丁、
下丁、あやめ１～２丁目、二丁目、
三丁目、四丁目、五丁目、六丁目、
七丁目、八丁目、七軒丁、大洲、十番、
十四番、日の出１～８丁目、新町、後明、
将監、江寺、貝塚、築地、川尾、
水原１～３区、釜谷、大生、大賀

７人

第２
選挙区

西区、東区、洲崎、下田、新宮、
宮前１～２丁目、古高、須賀、曲松、
小泉、徳島、福島、米島、前川、大山

６人

第３
選挙区

牛堀１～２区、永山東、永山西、堀之内、
茂木、清水、芝宿、横須賀西、横須賀東、
台上戸、宿、古宿、赤須

５人
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認定
　昨年度は東日本大震災により甚大な被害を受け、その対応、対策に追われる１年でした。

23年度当初の予算編成から数次の補正を行い、災害復旧対応の予算編成となりました。

　今後　震災の影響による市民税等自主財源の減少はさけられず、保健医療、福祉、教育施

設事業に加え、災害復興等の歳出は増える一方です。

　議会としても、厳しい財政運営の中、限られた財源が効率的かつ適正に執行されるよう注

視してまいります。

平成２３年度決算を認定平成２３年度決算を認定

企業会計 歳　入　決　算 歳　出　決　算 差　引　残　高

水道事業収益 ７億９,１４９万４,９０７円 ８億７,８１０万６,１９３円 △８,６６１万１,２８６円

水道事業資本 ９,８０１万２,７２２円 ２億３,７７１万９,５８７円 △１億３,９７０万６,８６５円

工業用水道事業 １,３０９万５,４９９円 ９７８万５,０５１円 ３３１万　４４８円

会　計　名 歳　入　決　算 歳　出　決　算 差　　引　

一般会計 １７４億１,３００万２,０４４円 １４３億８,７４４万９,６３０円 ３０億２,５５５万２,４１４円

特　

別　

会　

計

国民健康保険 ３９億１,４７６万４,７８８円 ４０億３,４９６万６,９１６円 △１億２,０２０万２,１２８円

下水道事業 　２５億２,２８７万５,５７１円 　２４億９,４８１万８,２８２円 ２,８０５万７,２８９円

農業集落排水事業 　　１億７,９２０万３,０１６円 １億７,６７５万４,９３３円 ２４４万８,０８３円

介護保険 　１６億９,４８９万９,８４７円 　１６億５,２３１万７,８３０円 ４,２５８万２,０１７円

後期高齢者医療 　　１億８,３３９万８,０９０円 　　１億８,２０３万９,１００円 　 　１３５万８,９９０円

合　　　計 ２５９億　８１４万３,３５６円 ２２９億２,８３４万６,６９１円 ２９億７,９７９万６,６６５円

　　※総計決算における差引は２９億７,９７９万７千円で、翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた

　　実質収支は１１億７３０万８千円の黒字となっています。

【財政力指数】　

市町村の財政力を示す指標。「１」に近づくほど

独自の財源が充実している。前年度比0.016減少。

【経常収支比率】

 財政の弾力性を判断する指標。比率が高い程、

投資的経費への財源が少なく財政運営が厳しくな

る。80％未満が望ましい。

【実質公債費比率】

 数値が高いほど財政の硬直性が高まる。25％以

上になると地方債の許可を受けられない。10％未

満が望ましい。

【人件費比率】

財政構造上大きな比重を占める。減少傾向にある

が人件費の管理は今後も大きな課題である。

潮来市の財政構造潮来市の財政構造

区　　分 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

財政力指数 ０.５５６ ０.５５８ ０.５３９ ０.５２３

経常収支比率 ９７.２ ９４.２ ８８.５ ８８.５

実質公債費比率 １３.２ １２.５ １１.７ １０.２

人件費比率 ２２.４ ２０.１ １８.４ １４.８

％
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一般質問一般質問 質問者　柚木　　巖 議員

Ｑ１
． 

道
路
・
橋
梁
等
の
予
防
保
全
に
つ
い
て

　

公
明
党
が
掲
げ
る
「
防
災
・
減
災

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
（
新
規
巻
き
直
し

の
意
味
）」
政
策
は
、
防
災
や
減
災
に
重
要
な

役
割
を
持
つ
公
共
施
設
や
老
朽
化
し
た
道

路
・
橋
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
公

共
投
資
を
短
期
集
中
的
に
行
う
こ
と
で
、

人
々
の
働
く
場
を
創
り
出
し
、
防
災
対
策
と

経
済
の
活
性
化
を
同
時
に
な
し
遂
げ
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

市
内
の
道
路
や
橋
、
河
川
や
霞
ヶ
浦
・
北
浦

の
堤
防
・
水
門
の
防
災
対
策
及
び
保
全
整
備

計
画
を
伺
う
。

建
設
部
長

　

現
在
、
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
中
で
、
今
後
老
朽
化
を
原
因
と
す
る
損
傷

に
備
え
て
、
建
設
後
30
年
を
経
過
し
、
橋
の

長
さ
15
ｍ
を
超
え
る
車
道
橋
を
重
要
橋
梁
と

し
て
と
ら
え
、
平
成
23
年
度
で
点
検
作
業
を

終
了
し
ま
し
た
。
今
後
、
修
繕
や
架
け
替
え

な
ど
に
向
け
た
計
画
書
を
作
成
す
る
予
定
で

す
（
平
成
24
年
度
完
了
見
込
み
）。
こ
れ
に
よ

り
、
今
後
橋
梁
を
含
め
た
道
路
網
の
安
全

性
、
信
頼
性
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
修

繕
等
に
伴
う
コ
ス
ト
の
編
成
や
予
算
の
平
準

化
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
管
理
の
水
門
に
は
毎
年
４
月
に
点
検
表

に
沿
っ
た
確
認
と
、
国
交
省
の
立
ち
会
い
の

も
と
、
出
水
期
に
検
査
点
検
を
受
け
て
い
ま

す
。

農
政
課
長

　

樋
門
は
霞
ヶ
浦
開
発
事
業
に
伴

い
、
市
内
17
カ
所
設
置
さ
れ
た
船
だ
ま
り
樋
門

で
国
と
市
の
協
定
に
基
づ
き
、
市
が
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
施
設
が
設
置
時

か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
た
め
、
計
画
的
な
改
修
が
急
が
れ
ま
す
。

　

市
庁
舎
、
中
央
公
民
館
、
牛
堀
公

民
館
が
旧
耐
震
基
準
の
建
物
で
す

が
、
耐
震
化
計
画
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

市
庁
舎
は
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震

改
修
に
係
る
実
施
設
計
の
実
施
に
向
け
、
今
回

の
定
例
会
に
補
正
予
算
と
し
て
計
上
、
ま
た
、

公
民
館
は
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建
物
調
査

の
費
用
を
あ
わ
せ
て
計
上
し
ま
し
た
。
調
査

後
、
耐
震
化
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ２． ピロリ菌検査の導入について
　日本人のがん死亡数の第２位は男女ともに胃がんで、毎年約11万人が発症し、年間約５万人が死亡し

ています。ピロリ菌は胃の内部に生息する細菌で、胃潰瘍や十二指腸潰瘍、胃炎などの原因菌と考えら

れ、戦後間もない衛生環境がよくない時代に生まれた団塊世代や、それから数年の間に生まれた50歳以上の年齢

層では80％以上の感染率があるとされている。

　県内では牛久市が来年４月からピロリ菌検査への公費助成を検討しています。

　本市でも特定検診時、または胃がん検診時にオプションでピロリ菌検査を実施しては如何か伺う。

かすみ保健福祉センター長

　市では、各種検診を集団検診で行い、茨城県総合検診協会に委

託し、厚労省の指針に沿った検診を行っています。現段階ではピロリ菌抗

体の検査は取り組んでいないとのことですが、今後検診協会と情報交換を

進めてまいります。また、厚労省はがん対策推進基本計画の中で、ピロリ

菌除菌の有効性について、内外の知見をもとに検討するとしておりますの

で、まずは国の動向を注視してまいります。

その他の質問　◎空き家・廃屋対策について

質問

答

質
問答

答答 質
問

ピロリ菌の顕微鏡写真
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都
市
計
画
税
は
基
本
的
に
そ
の
役
割
を
見
直

す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
。
固
定
資
産
税
と
一

本
化
し
、
現
在
の
都
市
計
画
税
分
も
含
め
た
妥
当
な
課
税

水
準
に
税
率
を
決
め
さ
せ
る
方
が
、
地
方
の
自
由
度
も
増

し
、
土
地
、
家
屋
に
対
す
る
課
税
へ
の
市
民
の
理
解
も
得

ら
れ
る
と
思
う
が
市
の
考
え
を
伺
う
。

人
事
財
政
課
長

　

市
全
体
の
財
政
需
要
を
賄
う
た
め
に
課
税
さ

れ
る
固
定
資
産
税
と
は
別
で
あ
り
、
都
市
計
画
事
業
等
の

利
益
を
受
け
る
も
の
に
対
し
て
課
税
す
る
制
度
で
す
の
で

引
き
続
き
必
要
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

潮
来
市
で
は
半
世
紀
以
上
都
市
計
画
税
を

取
っ
て
い
る
。
受
益
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
固
定

資
産
税
の
中
で
評
価
が
尽
く
さ
れ
て
い
て
、
本
町
に
住
ん

で
い
る
方
で
は
、
す
で
に
都
市
整
備
は
で
き
て
い
て
、
そ

の
上
に
都
市
計
画
税
を
取
る
の
だ
か
ら
、
お
か
し
な
税
金

だ
と
感
じ
る
。
鹿
行
地
区
で
は
潮
来
市
だ
け
都
市
計
画

税
を
取
っ
て
お
り
、
近
隣
の
公
平
性
も
含
め
都
市
計
画

税
は
撤
廃
し
た
場
合
、
そ
の
財
源
１
億
６
、０
０
０
万
円

か
ら
１
億
８
、０
０
０
万
円
ぐ
ら
い
の
税
が
、
国
か
ら
あ

る
程
度
普
通
交
付
税
で
入
っ
て
く
る
の
か
伺
う
。

人
事
財
政
課
長

　

地
方
税
法
の
中
で
、
分
け
て
取
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
税
の
趣
旨
と
し
て
、
先
に
行
っ
た
事
業
の
償

還
金
に
充
て
ら
れ
る
と
い
う
部
分
も
あ
り
ま
す
。
地
方
分

権
が
進
む
中
で
、
都
市
計
画
税
も
分
権
に
合
っ
た
、あ
る
程

度
自
由
に
取
れ
る
、
自
由
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
と
い
う

点
で
は
必
要
な
税
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問

質問者　原　　浩道 議員

そ
の
他
の
質
問

　

◎
観
光
行
政
及
び
情
報
公
開
に
つ
い
て

　

◎
監
査
意
見
書
に
つ
い
て

質
問答

Ｑ１． 高速バスターミナルについて
　バスターミナルが設置されてから、これまで

の年次収支状況について伺う。

建設部長

　これまでの合計で、収入が3億8，807万5，300

円、支出が1億13万3，756円です。

　バスターミナルの整備費用並びに財源内訳、

起債の償還状況を伺う。

建設部長

　事業費総額で4億870万円、財源内訳は、国費

が1億9，000万円、起債が1億8，050万円、一般財源

3，820万円です。

人事財政課長

　起債の償還については、利息を含めた1億

9，741万1，168円が最終的な償還額、平成23年度決算段

階で1億68万8，000円を償還済み、24年以降の償還

9，672万3，000円という状況です。

　どういう起債を使って何年で償還が終わるの

か伺う。

人事財政課長

　起債は合併特例債で平成31年に終わる予定で

す。

　合併特例債は返す時に、７割が交付税措置さ

れると思うが間違いないか。

人事財政課長

　 ７ 割

が基準財政需要

額のほうに算入

されますので、

交付税措置をさ

れるということ

です。

　バスターミナルの無料化、値下げ等今後の運

営方針について伺う

建設部長

　無料化、使用料の値下げについては考えてお

りません。

　潮来の有料道路は、県では借金を払い終わっ

て他に回していたということで、市民を巻き込

んで、市民運動で無料化を勝ち取ったわけです。県に

対してそのような運動をしたわけです。潮来市では、

ターミナルの償還終わったが、ドル箱だから離さな

い。他で使うのではなく、国費が２分の１入っている

のだから、市民の利便性の向上なりに還元ということ

が優先されるべき。市長の考えを伺う。

総務部長

　市内にはいろいろな施設があり、経営的な観

点から言えば、全体的に施設の運営を考えていかなけ

ればなりませ。この施設だけを無料化することは考え

ておりません。

質問

Ｑ２
． 

都
市
計
画
税
に
つ
い
て

答

質問

答

答

質問

答

質問

答

質問

答

質問

答

質
問答
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質問者　村山　正光 議員

そ
の
他
の
質
問

　

◎ 

国
保
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て

Ｑ３
． 

大
生
原
・
延
方
地

区
の
土
地
利
用
に

つ
い
て

　

大
生
原
地
区
、
延
方
地
区
の
調

整
区
域
の
見
直
し
は
で
き
な
い
か

伺
う
。
ま
た
調
整
区
域
内
に
自
由
に
住
宅
が

建
て
ら
れ
る
方
法
は
な
い
か
。

建
設
部
長

　

大
生
原
、
延
方
地
区
等
に
つ
い

て
は
、
一
部
延
方
駅
周
辺
を
除
い
て
調
整
区

域
で
す
。

　

市
街
化
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
条
件

と
し
て
区
域
内
の
人
口
が
４
万
２
千
人
以
上

で
、
当
市
は
１
万
８
千
人
で
す
の
で
、
市
街

区
域
の
拡
大
は
大
変
難
し
い
状
況
で
す
。

　

調
整
区
域
内
に
お
い
て
の
住
宅
建
設
に

は
、
幾
つ
か
の
条
件
が
必
要
と
な
り
ま
す
が

出
身
要
件
な
ど
を
問
わ
な
い
許
可
の
対
象
地

と
し
て
、
大
生
原
地
区
で
は
大
生
地
区
、
水

原
地
区
の
一
部
、
延
方
地
区
で
は
新
宮
地

区
、
小
泉
地
区
、
小
泉
南
地
区
の
一
部
を
区

域
指
定
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
土
地
利
用

に
つ
い
て
は
、
法
律
で
規
制
等
大
変
厳
し
い

問
題
が
あ
り
条
件
に
該
当
し
な
い
限
り
住
宅

等
は
建
て
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

Ｑ２． 公務員給与について
　職員の給与制度等について、役職ごと、年代

ごとの平均給料額は幾らぐらいか。

人事財政課長

　単純平均で部長級の平均給与は43万2,859

円、課長級は41万34円、係長級は37万6,396円、主幹

級30万2,149円です。55歳以上の係長平均は39万6,789

円、40代後半の課長は38万3,040円で、給与構造の関

係上、役職にかかわらず、年齢の高い職員は相対的に

給料が高いような状況です。

　若年層であっても、能力や意欲に応じて係

長、管理職に抜てきされるような制度はあるの

か。

人事財政課長

　直面する行政課題に的確に対応するため、昇

任、昇格規則の見直しを検討し、少数精鋭でより質の

高いサービスを提供できる組織づくりを目指したいと

考えております。

　民間の給与体系にも照らし、職員から向上心

や上昇意欲を奪い、やってもやらなくても給料

は同じという考えにならないような給与体系の改善策

を伺う。

人事財政課長

　公務員給与の構造上の課題でもあり、現在、

人事評価の給与等への処遇反映方法を含め、関係条

例、規則を再度精査しています。独自に給与構造や体

系の検討を現在進めている状況です。

　

市
立
図
書
館
、
各

公
民
館
施
設
の
年
間

の
利
用
者
数
、
利
用
促
進
の

た
め
の
方
策
を
伺
う
。

中
央
公
民
館
長

　

市
立
図
書
館
の
昨

年
度
の
年
間
利
用
者
数
は
約

19
万
４
千
人
。
会
員
数
は
個

人
会
員
が
約
１
万
５
千
人
、

団
体
会
員
が
76
団
体
で
す
。

お
は
な
し
会
や
図
書
館
活
用

講
座
、
映
画
上
映
会
な
ど
、

幅
広
い
事
業
の
提
案
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
図
書
館
の
運

営
は
指
定
管
理
と
な
っ
て
お

り
、
民
間
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
た
特
色
の
あ
る
運

営
の
た
め
、
今
後
も
蔵
書
の

充
実
に
努
め
、
利
用
促
進
に

向
け
た
情
報
発
信
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　

公
民
館
施
設
の
利
用
者
数

は
、
昨
年
度
、
中
央
公
民
館

が
３
万
１
千
人
、
潮
来
公
民

館
２
万
３
千
人
、
津
知
公
民

館
、
延
方
公
民
館
１
万
人
、

大
生
原
公
民
館
２
千
人
、
牛

堀
公
民
館
が
６
千
人
と
な
っ

て
お
り
、
昨
年
度
は
震
災
の

影
響
で
利
用
人
数
が
減
少
し

て
お
り
ま
す

　

各
公
民
館
に
お
い
て
は
地

域
が
主
体
と
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
色
に
合
わ
せ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
の
拠

点
と
し
て
、
魅
力
あ
る
事
業

の
展
開
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
立
図
書
館
に
つ

い
て
は
、
理
想
的
な

施
設
に
な
っ
て
い
る
。
職
員

も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
今
後
の
課
題
や

目
標
を
伺
う
。

中
央
公
民
館
長

　

年
間
の
利
用
者
数

20
万
人
と
い
う
目
標
を
立
て

て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
図
書
館
だ
よ
り
な
ど
に

よ
る
情
報
発
信
を
強
化
し
達

成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

質問

答

答 質
問

質
問答

質問

答

質問

答

Ｑ１
． 

公
共
施
設
の
利
用
状
況
等
に
つ
い
て

答
質
問
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一
般
質
問

質問者　後藤　博子 議員

Ｑ１． コミュニティについて
　昨年の東日本大震災後、市長を

初め行政各位には「潮来市震災復

興計画基本方針」と「潮来市液状化対策

検討委員会」による早期の復旧・復興に

尽力いただいていることに改めて感謝い

たします。

　現在、日の出地区では、幹線道路工事

に伴い、各地で迂回路措置がとられてい

ます。

　震災により１年の経過を経て、自転車

や徒歩で市内に買い物等に向かう高齢者

の方々からは、健康を崩されている方も

多いとの相談も受けており、日の出地区の住民からは

早期の復旧・復興と地区の再興が望まれております。

　地域の安心・安全な暮らしを考え、自助・共助の点

から、潮来市全体の自主防災班・消防団の現状と対策

について伺う。

総務課長

　潮来市では、区において自主防災組織を組織

していただいており、平時から安全点検や要援護者の

把握などの活動を行っております。毎年防災訓練で

は、自主防災組織単位での避難訓練、安否確認などの

訓練を行っております。

　しかし区によって、加入率や世帯数の少なさなどか

ら、自主防災組織の運営に課題を持つケースもあるた

め、防災訓練への参加促進など、防災意識の普及啓発

に努める必要がありますので、今後の自助・共助に対

しての運営課題について研究してまいりたいと思いま

す。

　消防団については、災害発生時に備えた消防団員対

策対応マニュアルを作成し、自主防災組織と連携した

災害対応が組織的に円滑に行われるよう努めていると

ころで、今後も、消防機構の充実、消防、水防訓練の

実施、消防団への入団促進などの取り組みに努めたい

と考えております。

　民生委員の方々にも民生委員法に基づき、個

人情報保護、守秘義務等の配慮の上で、特に震

災後は市民の立場に立ち、相談業務にご尽力いただい

ております。民生委員の各種福祉補助事業として、潮

来市社会福祉協議会による、「いきいきふれあいサロ

ン」がありますが、参加者は女性が大多数であると聞

いています。

　しかし震災後の現在、民生委員の方々には、単身の

男性による個別相談が多くを占められていると聞いて

います。これは阪神大震災後にも見られた現象である

と言われていますが、市の考えを伺う。

市民福祉課長

　ふれあいサロンの活動状況は、平成15年から

潮来市社会福祉協議会が取り組みを始めまして、民生

委員児童委員を中心に、現在７カ所で活動しており、

毎月１回、多いところでは週１回開催されています。

男女の傾向は女性が多くなっている状況で、最近の１

年、男性に参加を呼びかけ、また高齢者クラブの立ち

上げに携わっていただいたところでは、男性の出席者

が増えています。今後も民生委員児童委員さんの活動

を支援し、地域コミュニティについて醸成していきた

いと考えています。

質問

答

質問

答
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質問者　田崎　　清 議員

Ｑ２． いじめ問題について
　いじめ問題についてのこれまでの具体的な取

り組み状況について伺う。

教育次長

　第一に、いじめの早期発見、早期対応に努め

ております。日ごろから児童・生徒の表情や態度、人

間関係の変化をよく観察し状況把握に努め、教員が問

題を一人で抱えることなく、学校が組織として対応で

きるように、家庭や関係機関との連携を図れるように

しております。

教育長

　８月には市内の全教職員に対して、改めてい

じめ防止の研修会を実施しています。各学校の全職員

がいじめ問題について再度認識し、いじめを見逃さな

い、見落とさない、いじめが起きないような環境づく

り、いじめが起きたときの対策と再発防止等に全力を

尽くしていきたいと考えています。

　

認
定
農
業
者
担
い

手
の
育
成
状
況
を
伺

い
ま
す
。農

政
課
長

　

市
で
は
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
、
担
い
手
の
減
少

に
対
処
す
る
た
め
、
経
営
感
覚

に
優
れ
た
担
い
手
農
家
の
育
成

確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
潮
来
市
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
を
設
立
し
育
成
支

援
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
総
農
家
数
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
認
定
農
業
者
の
数
は
平

成
22
年
度
48
人
か
ら
、
平
成
24

年
度
51
人
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
各
関
係
団
体
と
の

連
携
を
図
り
、
認
定
農
業
者
担

い
手
の
育
成
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問　

極
早
生
品
種

「
ひ
た
ち
29
号
」
に

つ
い
て
伺
う
。

農
政
課
長

　

「
ひ
た
ち
29
号
」
に

つ
い
て
は
、
あ
き
た
こ
ま
ち
よ

り
早
く
収
穫
で
き
、
味
は
コ
シ

ヒ
カ
リ
に
匹
敵
す
る
品
種
と
し

て
市
の
農
家
を
中
心
に
試
験
栽

培
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
品
種
登
録
申
請
中
で
す
。

平
成
25
年
産
米
か
ら
は
正
式
な

品
種
名
が
つ
い
た
状
態
で
販
売

で
き
る
予
定
で
す
。
大
変
期
待

し
て
い
る
品
種
で
あ
り
、「
あ

や
め
ち
ゃ
ん
」
に
次
ぐ
ブ
ラ
ン

ド
米
に
な
り
得
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
等
に
つ
い

て
は
、
生
産
者
、
販
売
者
、
消

費
者
等
の
ご
意
見
を
き
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
ひ
た
ち
29
号
」
の

味
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
に

匹
敵
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

試
食
会
等
で
の
評
価
が
ど
う

だ
っ
た
か
伺
う

農
政
課
長

　

８
月
に
農
家
の
主

婦
の
方
や
報
道
機
関
の
方
な
ど

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
試
食

し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
甘

み
豊
か
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
劣
ら

な
い
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
は
県
内
一
の
早
場
米

地
域
で
あ
り
、
ひ
た
ち
29
号
の

可
能
性
に
は
大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

質問

答

質
問答

Ｑ３
． 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て

　

高
齢
者
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
大
会
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
よ
り
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
今

後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
高
齢
者
に
と
っ
て
大
変
人

気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
体
と
心
の
健
康
増
進
に
も
役
立
っ

て
お
り
ま
す
。
大
会
は
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
体
と
な

り
年
５
回
ほ
ど
実
施
し
て
い
ま
す
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

は
連
合
会
役
員
の
方
々
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
事
故
の
な

い
運
営
を
心
が
け
、
元
気
で
健
康
な
高
齢
者
が
ふ
え
る
よ
う

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
競
技
人
口
は
増
加
し
て
お

り
、
観
光
等
の
集
客
増
員
に
向
け
て
の
可
能
性
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
旅
館
等
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
う
。

観
光
商
工
課
長

　

既
に
ホ
テ
ル
関
係

者
と
タ
イ
ア
ッ
プ
を
し
て
い

ま
す
が
、
道
の
駅
い
た
こ
や

観
光
協
会
、
旅
館
組
合
関
係

団
体
と
さ
ら
な
る
連
携
を
強

化
い
た
し
ま
し
て
、
さ
ら
な

る
タ
イ
ア
ッ
プ
に
努
め
、
積

極
的
に
誘
致
活
動
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

質
問答

Ｑ１
． 

市
の
農
業
政
策
に
つ
い
て

答

答

質
問

質
問

質
問答

そ
の
他
の
質
問

　

◎ 

潮
音
寺
の
万
燈
会
に
つ
い
て

答



10平成24年９月定例議会

一
般
質
問

Ｑ２
． 

日
の
出
地
区
の
雨
水
対

策
に
つ
い
て

　

問
題
に
な
っ
て
い
る
雨
水
対
策
で
す
が
、
三
角

池
と
観
音
様
の
池
は
い
ま
だ
に
使
っ
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
市
で
も
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち
の

よ
う
で
す
の
で
、
我
々
議
員
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
の

相
談
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
下
水
道
課
長

　

気
象
情
報
に
注
意
し
な
が
ら
、
大
雨
が
想
定
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
排
水
ポ
ン
プ
を
稼
働
し
、
調
整
池

で
あ
る
三
角
池
の
水
位
を
下
げ
る
な
ど
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

安
全
対
策
に
は
万
全
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
緊
急

時
の
対
応
の

方
法
と
し
て

は
、
土
地
改

良
区
の
水
路

へ
の
ポ
ン
プ

排
水
が
有
効

で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま

す
の
で
潮
来

市
土
地
改
良

区
と
協
議
し

て
ま
い
り
ま

す
。

Ｑ１． 原発反対に対しての意見について

質問者　橋本きくい 議員

　福島原発の今日までの実態を見て、他人事ではありません。

　私のような年代が戦争と原発の波にさらされている実態を、何て言葉であらわしたらいいかわかりません。

これから日本を守っていく子供たちのためにも、原発をなくすということをやっていきたい。我々の生きている時代

に原発をなくし、将来安心して暮らせる社会を望むのは、政治家の務めであると思いますが、市の考えを伺う。

秘書政策課長

　原子力発電停止による日本経済、産業活動への影響を踏まえつつ、再生可能エネルギーの導入など、総合的

に検討した上で、今後の国のエネルギー政策を短期、中・長期に区分しながら判断すべきであると考えています。

質問

答

質
問

答

　私は自薦で農業委員に立候補したが、全国の女性農業委員の活動もなかなか難しい。推薦よりは自薦のほう

が個人の権利で自主性が生き、女性の開眼が通じるので、私は自薦を推奨する。勇気ある女性農業委員をつく

りたいと思うが市の考えを伺う。

総務課長

　女性の農業委員については、法的要素を満たしていれば、何ら問題はございません。また、今回の農業

委員にかかわる条例改正により、女性が進出しやすくなるものと期待しております。

質問

答

Ｑ４
． 

慈
母
観
音
様

に
つ
い
て

　

橋
本
登
美
三
郎
先
生
の

魂
の
入
っ
た
慈
母
観
音

も
、
40
年
で
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

私
は
長
年
、
橋
本
先
生
と
行
動
を

と
も
に
し
て
き
て
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
自
分
た
ち
の
力
で
発
起
し
て

今
日
ま
で
来
ま
し
た
。
寺
の
金
銭
的

な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
寺
の
運

営
に
は
大
変
な
努
力
が
必
要
、
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
努
力
し
て
き
た

つ
も
り
で
す
。
い
つ
の
間
に
か
薬
師

寺
の
分
院
に
な
り
慈
母
観
音
と
い
う

名
前
が
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
ま

ち
ぐ
る
み
で
こ
う
い
う
も
の
を
我
々

が
つ
く
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ

中
に
入
っ
て
、
い
い
方
法
で
解
決
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
慈
母
観
音
と
市

と
の
今
後
の
か
か
わ
り
合
い
に
つ
い

て
伺
う
。秘

書
政
策
課
長

　

橋
本
議
員
は
、
慈
母
観
音

を
大
変
大
事
に
さ
れ
て
い
る
と
拝
察

し
て
お
り
ま
す
。
橋
本
議
員
の
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う

に
、
議
員
に
は
地
元
の
方
々
と
話
し

合
い
の
場
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

質
問

答

Ｑ３． 女性農業委員について

日の出地区の調整池（三角池）
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　子供や学生の頃にいじめを受けると、それが永遠に続くかのように絶望的に感じるかもしれない。本人

がいじめを打ち明けやすい環境を作り、周りの先生や保護者や生徒達が気づいて手を差し伸べる事が大事

だ。教育福祉委員会でも校内アンケートの実施を今の学期ごとよりも頻度を多くできるよう要望したり、イン

ターネットいじめの監視発見と対策を要望したり色々話させてもらっている。先生の生徒への目がさらに行き届

く少人数学級はいじめ対策と学力対策にもなるので取り組めないか。

教育長

　児童・生徒の学級編成は様々な観点から慎重に実施すべきです

質問者　沼里真一郎 議員

　

市
内
で
は
日
の
出
各
区
の
加
入
率
が
他

地
区
よ
り
低
い
。
震
災
で
の
自
主
防
災
組

織
の
充
実
や
お
年
寄
り
等
の
要
援
護
者
確
認
や
近

所
・
知
り
合
い
の
助
け
合
い
の
た
め
に
も
市
で
日
の

出
地
区
の
加
入
率
向
上
の
手
助
け
は
も
っ
と
で
き
な

い
か
。
賃
貸
ア
パ
ー
ト
住
宅
者
や
市
営
県
営
住
宅
者

へ
期
間
限
定
ま
た
は
恒
久
的
に
区
費
を
少
し
安
く
し

て
加
入
増
を
図
る
等
を
仲
介
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　

転
入
者
へ
は
窓
口
等
で
区
加
入
の
し
お

り
等
を
配
布
し
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
お
伝
え
し
、
広

報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て
加
入
促
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ア
パ
ー
ト
の
大
家
さ
ん
に

加
入
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

区
費
に
つ
い
て
は
、
行
政
が
介
入
す
べ
き
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ３
． 

区
の
加
入
に
つ
い
て

Ｑ２． いじめ対策についてアンケートと少人数学級へ

日
の
出
地
区
は
、
霞
ヶ
浦

の
一
部
で
あ
る
常
陸
利
根

川
の
浪
逆
浦
か
ら
水
と
一
緒
に
川

砂
を
吹
き
上
げ
、
上
澄
み
の
水
を

上
か
ら
溢
れ
さ
せ
て
川
へ
水
を
戻

し
た
工
法
で
埋
め
立
て
ら
れ
た
。

日
の
出
地
区
の
地
盤
髙
は
隣
接
す

る
地
域
よ
り
も
高
い
の
に
、
震
災

以
前
か
ら
常
陸
利
根
川
堤
防
沿
い

の
隣
接
地
区
や
市
内
他
地
区
よ
り

地
面
か
ら
浅
く
掘
っ
た
時
点
で
地

下
水
が
出
て
き
て
い
て
、
地
下
水

位
が
か
な
り
高
か
っ
た
。
東
日
本

大
震
災
で
日
の
出
地
区
の
液
状
化

が
起
こ
り
、
被
害
が
大
き
く
な
っ

た
原
因
に
は
開
発
当
時
か
ら
ず
っ

と
十
分
な
水
抜
き
が
行
わ
れ
無

か
っ
た
事
が
大
き
い
と
思
わ
れ

る
。
①
な
ぜ
水
抜
き
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
の
か
。
②
日
の
出
地
区
の

液
状
化
の
原
因
は
液
状
化
対
策
検

討
委
員
会
で
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
③
沈
下
や
再
液
状
化
を
防
ぐ

た
め
に
水
抜
き
を
国
県
や
市
が
独

自
に
で
も
行
う
べ
き
だ
が
ど
う

か
。（
議
会
期
間
前
の
質
問
原
稿

提
出
締
切
日
の
３
日
後
に
液
状
化

対
策
説
明
会
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で

初
め
て
水
抜
き
が
行
わ
れ
る
事
を

知
っ
た
。）
④
道
路
液
状
化
対
策

工
事
と
一
緒
に
民
間
私
有
地
へ
の

液
状
化
対
策
工
事
を
依
頼
す
る
に

は
道
路
区
画
内
住
人
の
２
／
３
の

同
意
が
必
要
な
上
に
全
額
自
己
負

担
で
補
助
金
は
出
な
い
。
民
間
地

で
も
液
状
化
対
策
工
事
が
行
え
る

様
に
補
助
を
国
県
へ
要
望
し
た
り

市
が
独
自
に
出
せ
な
い
か
。
⑤
現

在
、
液
状
化
に
よ
り
沈
下
し
た
家

は
各
家
で
雨
水
排
水
対
策
を
し
て

い
る
。
家
の
高
さ
上
げ
や
土
盛
り

や
雨
ど
い
や
く
み
上
げ
ポ
ン
プ
な

ど
の
対
策
に
補
助
は
で
き
な
い

か
。

秘
書
政
策
課
長

①
潮
来
町
浪
逆
土
地
区
画

整
理
組
合
が
行
っ
た
も
の
で
背
景

は
分
か
り
ま
せ
ん
。

②
強
振
動
で
液
状
化
が
発
生
す
る

要
因
と
し
て
、
砂
で
で
き
て
い

る
、
砂
粒
の
大
き
さ
が
揃
っ
て
い

る
、
地
盤
が
緩
い
、
地
下
水
が
高

い
、
と
い
う
要
因
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

③
そ
の
通
り
で
す
。

④
国
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制

度
等
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
現
時
点
で
補
助
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。道

路
建
設
課
長

⑤
雨
水
対
策
に
限
っ
た
補

助
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
で
土
の
う

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
道
路
か
ら

の
雨
水
流
入
は
水
中
ポ
ン
プ
等
で

対
応
し
ま
す
。

Ｑ１
． 

各
家
の
液
状
化
対
策
に
補
助
を

質
問

答

質問

答

そ
の
他
の
質
問

　

◎ 

大
地
震
対
策
津
波
対
策
に
つ
い
て

　

◎ 

特
例
公
債
法
案
不
成
立
の
地
方
交
付
税

不
足
に
つ
い
て

　

◎
災
害
に
備
え
て
行
政
で
の
井
戸
設
置
を

質
問

答

答
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一
般
質
問　昨年10月、滋賀県大津市内の中学校で起きた

「いじめ」問題で、一人の男子生徒が自殺し

た。この事実が明らかになったのをきっかけに、全国

の小中学校における「いじめ」問題が大きな社会問題

になってきている。

　当潮来市ではどうか。

教育次長

いじめはいつでもどこでも誰にでも起こる可能

性があり、本市の学校で認知されている問題に対して

は常に危機意識を持って注意深く観察するよう学校へ

お願いしながら対応しています。

教育長

　何よりも第一にいじめを受けた子どもを守

る。いじめた子どもへの指導の徹底を図っていく。人

間が人間をいじめる事、特に弱い者をいじめること

は、あってはならないことと考えています。いじめを

なくしていくことは、これからの子ども達の人間教育

として最も大切なことと考えています。９月初めの校

長会において各学校で先生方が一丸となっていじめを

なくす教育、思いやりや優しさを育む教育など、子ど

も一人一人の心の教育にしっかり取り組んでいただく

ことをお願いしました。

　釈迦に説法だが「いじめ」防止に役立てばと

提案する。

　いじめをする子ども達は心の中にいらだちやストレ

スが多いのではないか。心にゆとりや安らぎを植え付

けるため、児童生徒に童謡や唱歌を歌う機会を設けて

はどうか。前教育長時代にはすでに、市内の小中学校

では実施しているとの答弁があったが、現在はどう

なっているか。ぜひ取り入れてもらいたい。

教育次長

　現在も継続して実施していると認識していま

すが確認いたします。

　悩みがあって駆け込んでくる子ども達に親身

になって寄り添ってあげる体制、スクールカウ

ンセラーを市の全小中学校に配置してほしいと思う

が。

教育次長

　スクールカウンセラーは各小中学校に配置さ

れてはいません。必要な児童生徒に対しては、各学校

で曜日を決めて対応しています。

　いじめがあると、一番目にやり玉にあがるの

が担任の先生。教育充実のために一生懸命取り

組んでいる先生方が、いじめ問題などで重荷を背負う

という事は避けなければならない。朝日新聞に、いじ

め問題でこういう記事が載った。「以前いじめ問題で

取材した小学校の先生は、担任するクラスを海にたと

え、教壇から毎日見ていると何でも分かったような気

になってし

まう。しか

し見えてい

るのは何十

分の一にす

ぎない。子

どもの世界

という広く

て深い海の中で何が起きているのか把握するのは本当

に難しい」。

　30人学級の実現に最大限の努力をお願いしたいが。

教育次長

沼里議員の質問に教育長から答弁した内容で考

えております。

（学級編成というのは簡単に変えるべきものではない

と考えます。文科省から25年度から５年間で35人以下

を実現するという概算要求も出されています。国の動

向も見ながら、慎重に対応していくべきものと思いま

す。

　また本市では、35人を超えるような学級に対して

は、国の少人数加配教員並びに市の加配教員を配置し

て十分にカバーは出来ていると考えています。）

　当市でも「いじめ防止条例」の制定を考えて

もいいのではないか。

教育次長

　条例制定については、小学校から高校までい

ろいろと問題もありますので意見として伺わせていた

だきます。

質問者　今泉　利拓 議員

Ｑ１． 小中学校における「いじめ」について潮来市では

その他の質問　◎ 宮古島への企業誘致出張について

　　　　　　　◎副市長への業務命令について

　　　　　　　◎人事異動の職員同意について

　　　　　　　◎潮来の水の水質浄化について

質問

答

答

質問

答

質問

答

答

質問

答

質問
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Ｑ３
． 

新
電
力
と
の

契
約
導
入
に

つ
い
て

質問者　 川　　俊 議員

　

東
日
本
大
震
災
に
よ

り
厳
し
い
財
政
状
況
。

財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
公

共
施
設
へ
の
電
力
調
達
先
を
新
電

力
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
に
切
り
替
え
る
自

治
体
が
増
え
た
。
新
電
力
と
の
契

約
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺

う
。

総
務
課
長

　

現
在
、
新
電
力
事
業

者
と
11
月
導
入
に
向
け
交
渉
中
で

す
。

　

新
電
力
導
入
に
よ
る

経
費
削
減
効
果
と
対
象

と
な
る
公
共
施
設
の
名
称
、
数
な

ど
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

経
費
削
減
効
果
に
つ

い
て
は
現
在
試
算
を
依
頼
し
て
い

ま
す
。
対
象
施
設
と
し
て
市
役

所
、
学
校
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

等
全
部
で
33
施
設
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

Ｑ２． 日の出地区液状化対策事業の進

ちょく状況について
　日の出地区の液状化対

策事業の進ちょく状況と

今後の液状化対策検討委員会の

スケジュールと内容を伺う。

秘書政策課長

　対策のため必要となる

測量調査、地質、地層把握のた

めのボーリング調査をはじめ、

地下水観測、揚水試験などの調査を進め、一定の調査結果が出ている。今

月からは地下水位低下工法の実証試験の段階です。スケジュールについて

は、各委員に早期に結論を出すようお願いしている。

　東日本大震災で潮来市は第１回、第２回の復興交付金合計3億5，408万

9，000円の配分を受けた。第３回交付金の申請状況と第４回交付金

申請への対応を伺う。

秘書政策課長

　第３回復興交付金の申請額は、1億2，870万8，000円。内訳は学校

屋外教育環境整備事業の追加工事533万3，000円と日の出地区液状化対策事

業計画作成事業の追加調査費1億2，337万5，000円。第４回申請は現在検討

中です。

Ｑ１
． 

潮
来
市
自
治
基
本

条
例
制
定
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

　

自
治
体
の
憲
法
と
も
い
わ
れ
る
自

治
基
本
条
例
。
住
民
の
意
思
を
政
策

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
も
自
治
基
本
条
例
の

１
日
も
早
い
制
定
が
望
ま
れ
る
。
今
後
の
進

め
方
、
制
定
の
目
途
を
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
目
途
が

た
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
潮
来
市
第
六
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
中
で
委
員
の
意

見
を
踏
ま
え
判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　市長は沖縄県宮古島を視察した。エネルギー関連企

業の誘致について考えを伺う。

企業誘致推進室長

　現在、再生可能エネルギー発電施設の立地に向け、企

業の選定、交渉作業に入っています。

Ｑ４． 再生可能エネルギー関連企
業の誘致について

質問

答

質
問

答

質
問答

質問

答

答

質問

その他の質問

　◎ 潮来市地域防災計画の見直し状況

について

　◎ 台上戸地区市道改良工事への対応

について

　◎ 太陽光パネル設置のための公共施

設の屋根貸しについて

　◎ 「黄門マルシェ」の活用について

答質
問
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一
般
質
問

　

地
域
防
災
計
画
で
災
害
の
種
類
の
風
水
害
編

で
竜
巻
は
対
象
に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

総
務
課
長

　

現
行
の
計
画
の
中
で
は
竜
巻
は
対
象
と
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
茨
城
県
で
も
竜
巻
を
取
り
組
む
計
画
を

検
討
し
て
お
り
、
参
考
に
し
な
が
ら
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
か
ら
の
役
員
名
簿
提
出
が
必

要
と
思
い
ま
す
が
今
後
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長

　

自
主
防
災
組
織
は
自
主
的
に
活
動
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
活
動
す
る
上
で
役
員
名
簿
を
作
成
す

る
こ
と
は
個
人
情
報
な
ど
を
取
り
扱
う
た
め
、
今
後
、

各
自
主
防
災
組
織
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
り
、
協
議
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

24
年
度
の
防
災
訓
練
の
実
施
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

総
務
課
長

　

11
月
25
日
、
日
曜
日
、
８
時
30
分
か
ら
10
時

30
分
、
延
方
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場

と
し
、
茨
城
県
南
部

震
度
６
弱
の
直
下
型

地
震
が
発
生
し
た
と

い
う
想
定
の
も
と

に
、
情
報
伝
達
、
避

難
、
安
否
確
認
訓
練

な
ど
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　道の駅周辺の誘致活動の進ちょくについて伺う。

企業誘致推進室長

　現在、再生可能エネルギーの発電施設となる大規模太陽光発電施設、通称メガソーラーの立地に向け、

優先的に交渉を進める企業の選定及び交渉作業に入っているところです。

　伸びるであろう企業の誘致活動の今後の進め方について伺

う。

副市長

　発電機企業、ソーラーパネル企業、ＬＥＤ企業等の成長産

業については、引き続き企業誘致パンフレットを配布させていただき

ながら誘致活動を進めていきたいと思いますので、有益な情報がござ

いましたらよろしくお願いいたします。

質問者　大平　幸一 議員

Ｑ２
． 

防
災
に
つ
い
て

Ｑ３． 企業誘致について

Ｑ１． 前川排水機場の台風対策について
　23年度の試運転実施状況と24年度の計画につ

いて伺う。

総務課長　

　昨年度は年10回実施しており、今年度も試運

転を10回行うということです。

　試運転時、市の担当職員が立ち会いを実施し

ているか伺う。

総務課長

　施設を所有する国土交通省が委託しているメ

ンテナンス会社が実施しており、試運転に当たって

は、国交省職員同様、市職員も立ち会いは行っていま

せん。

　管理は国交省、関係するのは潮来市、試運転

の状況がどういう状況かは報告を受けるだけで

はなく、市が責任をもって立ち会いを行い目で確かめ

ることも重要だと思うが。

総務課長

　立ち会いは大事かと思います。国交省と連絡

をとるなどして検討したいと考えます。

質問

答

質問

答

質
問答

その他の質問　◎広告収入について

質問

答

質問

答

質問

答

質
問答質

問答

旧八代小学校を襲った竜巻被害
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7　

月

１
日　

消
防
夏
期
訓
練
・
水
防
訓
練　
　
　

議　
　

長

２
日　

行
方
地
域
農
業
振
興
協
議
会
総
会　

議　
　

長

３
〜
４
日 

高
齢
者
ク
ラ
ブ
・
悠
々
塾
研
修　

副 

議 

長

３
日　

茨
城
県
消
防
協
会
研
修
会　
　
　
　

議　
　

長

４
〜
５
日 

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
視
察
研
修　

議　
　

長

５
〜
６
日　

教
育
福
祉
委
員
会
視
察
研
修

８
日　

潮
来
市
体
育
協
会
55
周
年
式
典　
　

全 

議 

員

８
日　

潮
来
祇
園
祭
礼
防
犯
対
策
会
議　
　

関
係
議
員  

９
日　

霞
ヶ
浦
北
浦
治
水
利
水
促
進
同
盟
会　

議　
　

長

12
〜
13
日　

総
務
委
員
会
視
察
研
修

15
日　

香
取
市
民
レ
ガ
ッ
タ　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

17
日　

広
報
編
集
委
員
会

19
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
産
業
経
済
委
員
会　

議　
　

長

20
日　

県
東
市
議
会
議
長
会
定
例
会　
　
　

議　
　

長

23
日　

鹿
行
広
域
事
務
組
合　
　
　
　
　
　

組
合
議
員

27
日　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
議
会　

議　
　

長

30
日　

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
総
会　

議　
　

長

31
日　

あ
や
め
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

議　
　

長

 
8　

月

11
日　

市
長
杯
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
球
技
大
会　

議　
　

長

17
日　

潮
来
市
人
権
教
育
研
修
会

18
日　

日
の
出
地
区
夏
ま
つ
り　
　
　
　
　

関
係
議
員

18
日　

水
郷
潮
来
花
火
大
会　
　
　
　
　
　

関
係
議
員 

19
日　

清
水
次
郎
長
会
カ
ラ
オ
ケ
大
会　
　

議　
　

長

20
日　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会　
　
　

議　
　

長

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

23
日　

総
務
委
員
会
協
議
会

23
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会
協
議
会

24
日　

教
育
福
祉
委
員
会
協
議
会

27
日　

潮
来
市
都
市
計
画
審
議
会　
　
　
　

関
係
議
員

29
日　

議
会
全
員
協
議
会

30
日　

議
会
運
営
委
員
会

 

9　

月

１
日　

香
取
・
鹿
嶋
・
潮
来
三
市
交
流
会　

関
係
議
員

２
日　

行
方
市
制
７
周
年
記
念
式
典　
　
　

議　
　

長

４
日　

９
月
定
例
議
会　

初
日

８
日　

潮
来
第
二
中
学
校
体
育
祭　
　
　
　

関
係
議
員

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

11
日　

９
月
定
例
議
会　

２
日
目

12
日　

総
務
委
員
会

12
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会

13
日　

教
育
福
祉
委
員
会
協
議
会

17
日　

潮
来
市
敬
老
会　
　
　
　
　
　
　
　

全 

議 

員

19
日　

９
月
定
例
議
会　

一
般
質
問

20
日　

９
月
定
例
議
会　

一
般
質
問

21
日　

９
月
定
例
議
会　

最
終
日

22
日　

潮
来
市
戦
没
者
追
悼
式　
　
　
　
　

全 

議 

員

29
日　

各
小
学
校
運
動
会　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

29
日　

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ　
　
　

関
係
議
員

29
日　

潮
来
市
月
ま
つ
り　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

30
日　

潮
来
市
消
防
操
法
大
会　
　
　
　
　

関
係
議
員

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修
報
告

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修
報
告

　

議
会
運
営
を
市
民
に
対
し
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議
会
へ
進
展
さ
せ
て
行
く
た

め
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
な
ど
議
会
改
革
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
栃
木
市
議

会
の
視
察
研
修
を
10
月
９
日
、
10
日
に
行
な
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
地
方
分
権
が
進
み
、
地
方
自
治
体
の
権
限
が
大
き
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
監

視
、
調
査
、
政
策
立
案
等
の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
が
議
会
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

栃
木
市
議
会
で
は
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
市
民
意
思
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、

○ 

自
由
闊
達
な
討
議
に
よ
り
市
政
の
論
点
・
争
点
を
明
ら
か
に
し
、
市
民
に
対
し
積
極
的
に
情

報
発
信
を
行
う
。

　

⇒

 

議
会
だ
よ
り
に
て
討
論
の
内
容
や
賛
否
の
状
況
を
掲
載
し
、
ま
た
一
般
質
問
原
稿
の
答
弁

の
部
分
は
執
行
部
や
議
会
事
務
局
が
作
成
し
て
い
る
た
め
、
内
容
が
偏
ら
ず
公
平
な
手
法

と
受
け
止
め
た
。

○ 

本
会
議
を
始
め
、
す
べ
て
の
会
議
を
原
則
公
開
と
す
る
。

　

⇒

 

議
場
だ
け
で
な
く
、
移
動
議
会
と
し
て
外
部
施
設
に
て
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
市
民
の

傍
聴
も
許
可
し
て
い
る
。

○ 

年
１
回
以
上
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、
市
民
と
の
意
見
交
換
を
行
う
。

　

⇒

 

今
年
で
２
回
目
と
な
る
議
会
報
告
会
は
７
日
間
12

会
場
で
実
施
し
て
い
る
。

○ 

議
員
の
質
問
に
対
す
る
市
長
等
の
反
問
権
を
付
与
。

　

⇒

 

施
行
後
、
執
行
部
か
ら
の
反
問
（
逆
質
問
）
は
無

い
。

　

栃
木
市
議
会
の
高
岩
議
長
は
「
基
本
条
例
を
作
る
検

討
段
階
で
議
員
間
で
の
多
少
の
温
度
差
は
あ
っ
た
が
、

何
と
か
漕
ぎ
着
け
た
。」
と
言
わ
れ
、
議
会
基
本
条
例
の

制
定
ま
で
の
道
の
り
は
険
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
は
、
議
会
の
あ
り
方
を
模
索
す
る

上
で
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
当
市
の

議
会
改
革
等
に
向
け
た
取
り
組
み
に
繋
げ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
半
が
経
過

し
ま
し
た
。
市
内
で
は
い
ま
だ
に
不
便

な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
が
大
勢

お
り
ま
す
。
市
で
も
一
日
も
早
い
復
旧

に
向
け
、
国
の
支
援
、
関
係
機
関
と
の

連
携
、
そ
し
て
市
民
の
協
力
を
得
な
が

ら
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

特
に
日
の
出
地
区
の
液
状
化
対
策
に

は
、
専
門
家
を
中
心
と
し
て
検
討
委
員

会
を
立
上
げ
ま
し
た
。
液
状
化
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
や
地
盤
の
調
査
、
地
下
水
位
の

観
測
等
を
行
っ
た
結
果
、
地
下
水
を
排

除
し
地
下
水
位
を
低
く
す
る
と
い
う
工

法
が
有
効
で
あ
る
そ
う
で
す
。

　

国
の
方
で
は
本
来
被
災
し
た
地
域
の

復
旧
復
興
の
た
め
に
使
わ
れ
る
べ
き
復

興
予
算
が
、
直
接
関
係
の
な
い
よ
う
な

他
の
事
業
に
使
わ
れ
て
い
る
問
題
が
あ

り
ま
し
た
。
当
市
で
も
今
後
多
額
の
費

用
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
適

切
で
効
率
的
な
予
算
の
支
出
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
議
会
と
し
て
も
注
視
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
橋
本
き
く
い
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　
　
　

田
崎　
　

清

　

副
委
員
長　
　
　

村
山　

正
光

　

委　
　

員　
　
　

橋
本
き
く
い

　
　
　
　
　
　
　
　

川　
　

俊

　
　
　
　
　
　
　
　

沼
里
真
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

博
子

　

以
前
に
、
議
場
の
見
学
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
は
拝
見
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
生
で
議
会
の
傍
聴
と
い

う
の
は
、
一
市
民
と
し
て
は
恥
ず
か
し
い
限
り
で
は
あ
り
ま
す
が

初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

　

私
は
潮
来
市
消
防
団
の
一
本
部
員
と
し
て
、
議
会
傍
聴
の
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

議
場
に
入
り
、
ま
ず
最
初
に
感
じ
ま
し
た
の
は
、
神
聖
な
雰
囲

気
の
中
、
議
長
を
は
じ
め
市
執
行
部
の
方
々
と
、
対
峙
し
た
議
員

の
方
々
と
の
白
熱
し
た
打
打
発
止
の
議
論
の
や
り
取
り
が
印
象
的

で
し
た
。

　

一
般
通
告
質
問
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
今
現
在
、
潮
来
市
が

直
面
し
て
い
る
問
題
が
手
に
取
る
よ
う
に
理
解
で
き
ま
し
た
。
や

は
り
昨
年
の
３
・
11
の
震
災
の
液
状
化
対
策
が
一
番
の
緊
急
の
課

題
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
一
消
防
団
員
と
し
て
、
ま
た
一
市
民
と
し
て
、
行
政
に
対

し
て
何
を
し
て
も
ら
う
か
で
は
な
く
、
何
が
で
き
る
か
を
常
に
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、「
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
」
と
い
う
理
念

の
も
と
、
消
防
団
活
動
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
３
・
11
以
降
の

反
省
を
踏
ま
え
、「
減
災
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
そ

の
対
策
の
一
つ
に
、
地
域
と
の
さ
ら
な
る
連
携
は
も
と
よ
り
で
す

が
、
女
性
の
特
性
を
生
か
し
、
よ
り
深
い
気
配
り
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
女
性
消
防
団
員
の
創
設
も
あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
全
国
的
な
傾
向
で
あ
る
消
防
団
員
の
減
少
に
つ
い
て
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
常
に
行
政
や
議
会
に

対
し
て
必
要
な
提
言
を
し
て
い
く
こ
と

が
、
市
政
に
参
加
す
る
意
識
に
繋
が
っ

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
と
議
会
そ
し
て
市
民
が
三
位
一

体
と
な
り
、
い
ち
早
く
３
・
11
以
前
の

住
み
よ
い
街
「
潮
来
」
に
戻
れ
ま
す
よ

う
祈
念
し
、
議
会
傍
聴
の
感
想
と
い
た

し
ま
す
。

議会傍聴へお越しください議会傍聴へお越しください 次回定例会は次回定例会は　12月4日（火）　開会予定です　12月4日（火）　開会予定です

クロッケー２３チーム、輪投げ８２チームが参加し、熱戦を繰り広げました。

クロッケー大会 優勝　新町あけぼのクラブ 輪投げ大会 優勝　大塚野新生会

議長杯クロッケー・輪投げ大会議長杯クロッケー・輪投げ大会（10月2日・かすみの郷運動公園）（10月2日・かすみの郷運動公園）

クロ ケ 大会 優勝 新町あけぼのクラブ

議会を傍聴して　議会を傍聴して　潮来市消防団本部員　大川　一人潮来市消防団本部員　大川　一人

輪投げ大会 優勝 大塚野新生会


